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6G、シリコン、テラヘルツ、合分波器、通信

　電波と光の中間領域の周波数を有する電磁波であ
るテラヘルツ波は、次世代の移動体通信6Gなどの超
高速無線通信への応用が期待されていますが、そのデ
バイス技術が未熟という課題があります。特に、超大
容量通信の実現に向けて、複数のチャネルを用いた情
報伝送を可能とする信号多重化技術が必要であり、テ
ラヘルツ信号を合成・分離する合分波器の開発が求め
られています。本研究では、誘電体としてのシリコンに
着目し、4チャネルテラヘルツ合分波器の開発に成功
しました。本デバイスの大きさは、約4 cm2と極めて小
型であり、テラヘルツ波を用いた超大容量通信の各種
応用展開を切り拓く成果です。

シリコンチップ技術に基づく
小型テラヘルツ合分波器の開発

研究の概要

　今後、送受信デバイスを集積化した小型テラヘルツ
トランシーバの開発を進めるとともに、動作周波数の
向上、チャネル数の増加および、多値変調方式の利用
などを進めることで、6Gのさらに次世代の目標になる
と予想される1テラビット毎秒級の超大容量通信の実
現にもつながります。このようなシリコン配線を用いた
小型テラヘルツ機能デバイスの実現は、経済発展と社
会課題の解決の両立を目指す仮想空間と現実空間を
高度に融合させたサイバーフィジカルシステムの実現
において鍵となる超大容量通信技術が、携帯端末やド
ローン、自動運転、ロボット、航空宇宙応用など、様々な
シーンにおいて実装されることにつながると期待され
ます。

社会実装に向けた将来展望
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（図1）Privacy-preserving Distributed Data Integration (PDDI)とは

（図2）PDDIと一般的な名寄せシステムとの違い

（図3）がん検診事例

プライバシを保護した
分散データ活用技術
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プライバシ、分散データ、耐故障システム

特許第6802572号 データ解析方法及びデータ解析システム

　Privacy-preserving Distributed Data Integration
(PDDI)システムは，情報漏洩を懸念することなく、複数
機関が所有するデータ統合を実現します（図１）。PDDI
により下記が実現できます。

・
 
・ 

・ 

高機密性：各機関が許可したデータのみが許可さ
れた機関でのみ閲覧可能。（名寄せ不要）
高汎用性：データ数・機関数に非依存。対象機関・
突合項目・解析項目を自由に設定可能。
耐故障性：データの分散管理により、データ預託
機関は不要。

研究の概要

　現在、神奈川県立がんセンターとがん検診データと
がん情報の疫学研究を実施中です。プライバシを保護
しながら、がん検診ががんの重症化にどのような関係
があるのかを解明することで、より効果的ながん検診
の推進に貢献したいと考えています（図３）。さらに、事
故情報の統合による事故原因の究明、教育データの
統合による効果的な教育手法の構築と社会実装を進
めたいと考えています。

社会実装に向けた将来展望

（主要図） 開発した合分波器の動作のイメージ。様々な周波数
成分を含む広帯域なテラヘルツ波が開発した合分波器で4つ
の伝送チャネルから合成、もしくは、4チャネルに分離される。

（補足図） 開発したテラヘルツ合分波器の写真。
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